


地域内外の世代を超えた多くの人たちとのつなが

りが生まれたことなどを説明しました。 

（つながりを広げていくために必要なこと） 

次に、自分の周りにいる自分からはつながりが

持てない人たちを巻き込んでいくために、必要だ

と思うことについては、 

・ つながりを持ちたいと思っていても、何を

したらいいか分からない人が多いと思うの

で、一歩を踏み出すきっかけを与えること

が重要。 

・ 自分が何をするか選択するために、活動内

容の情報をキャッチする場や既に活動して

いる人たちがマスコミなどを通じて情報発

信したり、活動をＰＲする場を提供するこ

とが大切。 

・ 県は、いろいろな団体が出来てきた時に、

それらをつなげる役割を担うことが一番大

切。 

などの意見が出されました。 

（これまでの活動を通じて感じたこと） 

これまでのそれぞれの活動を通じて感じた課題

としては、「障がいを持つ人への対応として、例え

ば、車椅子の人と視覚障害を抱えている方の共存

という視点が必要。点字ブロックは、視覚障害の

方には有効でも、その段差が車椅子の妨げになる

こともあるため、ニーズの違いから生じる壁から

つながりが途絶えることもある。」「熊野川流域の

問題について、川は複数の市町にまたがって流れ

ているので、個々の自治体だけでは対応が困難な

ところがあるので、県は広域的な役割を担うべき」

と行った意見が出されました。 

また、今後世代を超えてつなげていくためには、

「活動についてミーティングする場所がほしい」

「県にもっと気軽に相談する窓口があったらい

い」といった意見がありました。 

（これからの三重県について） 

 学生から、知事がこれから力をいれていきたい

分野について質問があり、知事は、経済、観光、

スポーツ、教育、医療などの分野に今までよりも

もっと力を入れていきたいと思いを伝えました。 

特にスポーツについては、「三重のいいところは、

英語でたとえると“beautiful”や“ natural”

“ smart”といった言葉で言い表すことができる

が、逆に“ power”や“ energy”が少し足りな

いと感じている。また、三重県には多様性はある

けど、一体感が時に欠ける時があるのではないか

と思うので、これらをもたらせてくれるスポーツ

に力を入れていきたい」という思いを伝えました。 

 また、学生からは、「今後の医療の方向性として、

『予防』に力をいれてほしい。三重県が『予防の

メッカ』となるように取り組んでほしい」「医療は

生活の一部なので、ジムと病院をドッキングさせ

たような施設があってもいいのではないか」「も

のづくりだけだと、製品を売ったら終わってしま

うが、そこに作り手の思いなど人と人が係わる物

語がプラスされるとずっと続いていくものになる

ので、大学なども一緒にそういったプロジェクト

があったらいいのではないか」「三重県をもっと

世界に情報発信してほしい。行政だけでなく、学

生や地域で活動している団体を応援することでも、

三重県の存在をアピールできるのではないか」と

いった意見出されました。 

知事から皆さんへのメッセージ 

最後に、知事からは、活発な意見交換のお礼と

ともに、物事を前に進めるためには、たくさんの

人たちとのつながりや、共感してくれる多くの人

の力が必要なので、これからも是非このような機

会を設けていきたいし、物事を動かしていくとき

には是非皆さんの力もお借りし、一緒に頑張って

いきたい」とのメッセージがありました。 

 


